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こ
ど
も
を
タ
バ
コ
か
ら
守
る
会
・
代
表

加
藤
一
晴

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
異
次
元
の
喫
煙
規
制
を
期
待
す
る

は
じ
め
に

　
喫
煙
対
策
に
お
い
て
間
も
な
く
開
催
さ

れ
る
伊
勢
・
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
前
哨
戦
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
サ
ミ
ッ
ト
は
世
界
の
先
進
国
要
人
が

集
結
す
る
の
に
対
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
が
、
競
い
合
う
の
が
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
だ
か
ら
だ
。
我
が
国
の
喫
煙
対
策
の

何
が
不
十
分
・
不
完
全
な
の
か
を
検
証
す

る
格
好
の
場
で
あ
る
。
日
本
国
政
府
が
試

さ
れ
て
い
る
が
、
意
識
高
揚
の
機
会
と
し

て
捉
え
た
い
。

副
流
煙
に
よ
り
脳
卒
中
が 

30
％
上
昇
！

　
２
０
１
５
年
８
月
、
米
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ

イ
ナ
医
科
大
学
のAngela M

alek

氏
に

よ
り
報
告
さ
れ
た
論
文　（

１
） は

、
世
界
中
に

厳
し
い
喫
煙
規
制
を
支
持
す
る
新
た
な
エ

ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）
と
し
て
衝
撃
を
与
え

た
。
副
流
煙
に
よ
る
健

康
被
害
が
、
想
像
よ
り

も
遥は

る
か
に
甚
大
だ
っ
た

か
ら
だ
。
つ
ま
り
喫
煙

者
か
ら
の
副
流
煙
（
受
動
喫
煙
）
で
、

30
％
も
脳
血
管
が
切
れ
や
す
く
、
詰
ま
り

や
す
く
、
破
裂
し
や
す
い
事
実
を
白
日
の

下
に
さ
ら
し
た
か
ら
だ
。

　
こ
れ
で
危
機
感
を
持
つ
国
と
、
そ
う
で

な
い
国
の
差
は
生
じ
る
だ
ろ
う
が
、
我
が

国
の
分
煙
推
進
＆
喫
煙
室
設
置
と
い
う
あ

る
ま
じ
き
行
為
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
愚
挙
と
し
て
、
欧
米
先
進
国
要
人
に
映

伊
勢
・
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
を
受
動
喫
煙
の

暴
露
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
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る
だ
ろ
う
。
氷
山
に
衝
突
し
、
海
の
藻も

屑く
ず

と
な
る
運
命
を
知
り
な
が
ら
、“
さ
あ
、

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
に
乗
り
ま
し
ょ
う
”
と

い
う
の
に
等
し
い
。

　
今
年
は
伊
勢
・
志
摩
で
６
回
目
の
主
要

国
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
る
が
、
残
念
な

が
ら
現
時
点
で
の
我
が
国
の
喫
煙
対
策

は
、
周
回
遅
れ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

伊
勢
・
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
と
は

　
サ
ミ
ッ
ト
と
は
、日
、米
、英
、仏
、独
、

伊
、
加
、
露
８
カ
国
の
首
脳
並
び
に
欧
州

理
事
会
議
長
、
欧
州
委
員
会
委
員
長
が
参

加
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
首
脳
会
議
（
※

現
在
は
、
露
を
除
く
７
カ
国
に
よ
る
Ｇ
７

サ
ミ
ッ
ト
）
の
こ
と
で
、
今
年
で
第
42
回

を
数
え
る
。　

　
我
が
国
で
は
、
過
去
に
東
京
３
回
、
沖

縄
・
那
覇
１
回
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
に
続

く
６
回
目
の
開
催
に
な
る
。
こ
の
会
議
で

は
、
国
際
社
会
が
直
面
す
る
様
々
な
地
球

規
模
の
課
題
に
つ
い
て
、
首
脳
は
一
つ
の

テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
自
由
闊か

っ
た
つ達

な
意
見
交

換
を
通
じ
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
、

物
事
を
決
定
し
て
来
た
。

　
現
在
、
会
場
と
な
る
賢
島
の
志
摩
観
光

ホ
テ
ル
は
５
月
の
サ
ミ

ッ
ト
開
催
に
向
け
、
最

終
仕
上
げ
に
入
っ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
付
随

し
て
、
中
部
新
国
際
空

港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
と

会
場
付
近
で
は
、
首
脳

会
議
等
の
行
事
を
安

全
・
安
心
に
行
な
う
た

め
、
危
機
管
理
の
観
点

か
ら
小
型
無
人
機
を
規

制
す
る
「
伊
勢
・
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
の
対

象
地
域
及
び
対
象
施
設

周
辺
地
域
の
上
空
に
お

け
る
小
型
無
人
機
の
飛

行
の
禁
止
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行 （

２
） さ

れ
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
規
制
条
例
を
制
定

し
た
。

　
更
に
国
内
他
地
区
に
お
い
て
、
①
科
学

技
術
大
臣
会
合
：
つ
く
ば
市
②
情
報
通
信

関
係
大
臣
会
合
：
高
松
市　
③
教
育
大
臣

会
合
：
倉
敷
市　
④
保
健
大
臣
会
合
：
神

戸
市　
⑤
農
業
大
臣
会
合
：
新
潟
市　
⑥

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
：
北
九
州
市　
⑦

交
通
大
臣
会
合
：
軽
井
沢
町　
⑧
環
境
大

臣
会
合
：
富
山
市　
⑨
外
務
大
臣
会
合
：

広
島
市　
⑩
財
務
大
臣
会
合
・
中
央
銀
行

総
裁
会
議
：
仙
台
市
で
、
閣
僚
級
の
会
議

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

前
代
未
聞
の
分
煙
環
境 

整
備
勢
力
の
台
頭

　
伊
勢
・
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
玄
関
口

は
、
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
が

予
想
さ
れ
る
が
、
名
古
屋
駅
に
も
大
勢
の

今年５月に開催される伊勢・志摩サミットの主要会場
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外
国
人
の
来
場
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
名

古
屋
市
は
２
０
０
４
年
の
愛
知
万
博
を
契

機
に
、
市
内
の
４
カ
所
の
駅
前
中
心
に
喫

煙
規
制
区
域
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
愛
知
県

喫
煙
環
境
を
考
え
る
会
」
が
、
名
古
屋
市

駅
前
の
土
地
を
管
轄
す
る
緑
生
土
木
局
を

通
じ
て
喫
煙
所
設
置
を
要
請
し
た
が
、
健

康
福
祉
局
が
反
対
し
困
難
と
突
っ
ぱ
ね
た
。

　
こ
の
組
織
は
、
生
活
衛
生
同
業
組
合
連

合
会
、
コ
ー
ヒ
ー
商
工
組
合
、
た
ば
こ
販

売
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
県
内
選
出
の
国

会
議
員
、
県
会
議
員
、
市
会
議
員
も
名
を

連
ね
て
い
る
。

　
ま
た
三
重
県
も
「
三
重
県
喫
煙
環
境
を

考
え
る
会
」
が
、
こ
れ
ま
で
10
数
回
の
協
議

会
を
開
い
た
。
同
会
は
サ
ミ
ッ
ト
成
功
に
向

け
、
宿
泊
施
設
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
や
外

国
人
に
分
か
り
や
す
い
喫
煙
場
所
の
案
内

な
ど
の
活
動
支
援
を
計
画
し
て
い
る
。

　
確
か
に
タ
バ
コ
は
、
担
税
力
・
依
存
性

の
高
い
製
品
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
健

康
被
害
は
掛
け
値
な
し
に
大
き
い
。
世
界

で
は
健
康
被
害
の
大
き
さ
（
犠
牲
者
数
年

間
で
６
０
０
万
人
＝
１
人
／
６
秒
）か
ら
、

た
ば
こ
規
制
枠
組
み
条
約
（
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）

が
制
定
さ
れ
、
全
世
界
で
１
８
０
カ
国
が

批
准
し
、
条
約
を
遵
守
し
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
受
動
喫
煙
に

よ
る
死
者
数
は
、
全
世
界
で
年
間
60
万
人

と
発
表
し
た
が
、
こ
れ
は
テ
ロ
行
為
に
よ

る
犠
牲
者
よ
り
掛
け
値
な
し
に
多
い
。

　
批
准
し
な
が
ら
満
足
な
対
策
を
講
じ
な

い
我
が
国
を
見
て
、奇
異
に
思
う
だ
ろ
う
。

も
し
日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

“
慙ざ

ん

愧き

に
堪
え
な
い
”
と
嘆
く
の
で
は
な

い
か
。

時
代
に
逆
行
す
る
施
策

　
新
幹
線
名
古
屋
駅
ホ
ー
ム
に
は
、
密
閉

さ
れ
た
喫
煙
室
が
あ
る
。
そ
こ
に
入
っ
た

喫
煙
者
は
、
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
て
吸
い

込
む
、
多
く
人
々
の
表
情
は
穏
や
か
に
な

る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
こ
は
副
流
煙
の
巣

窟
で
、
自
他
か
ら
の
受
動
喫
煙
を
浴
び
ま

く
る
。
何
故
か
、
こ
の
喫
煙
室
は
同
じ
新

幹
線
が
停
車
す
る
米
原
・
岐
阜
羽
島
・
三

河
安
城
・
豊
橋
・
浜
松
な
ど
周
辺
の
駅
に

は
見
当
た
ら
な
い
。

　
一
方
、
私
鉄
で
は
一
番
長
い
軌
道
を
誇

る
近
畿
日
本
鉄
道
だ
が
、
何
と
近
鉄
電
車

に
は
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
や
喫
煙
車
両
が
残
さ

れ
て
い
た
。
ま
る
で
昭
和
時
代
に
戻
っ
た

よ
う
な
印
象
で
あ
る
。

　
中
京
地
区
で
最
大
の
軌
道
距
離
を
誇
る

名
古
屋
鉄
道
（
名
鉄
）
に
も
問
い
合
わ
せ

た
が
、「
当
初
か
ら
あ
り
ま
せ
ん
」
の
返

事
が
あ
り
安あ

ん
堵ど

し
た
。
喫
煙
室
や
空
気
清

浄
機
を
使
用
す
る
工
学
的
な
対
策
で
は
、

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
だ
。

　
最
近
の
Ｊ
Ｒ
で
は
、
東
日
本
・
北
陸
・

九
州
新
幹
線
も
全
車
両
禁
煙
措
置
で
あ

り
、
新
幹
線
の
ラ
イ
バ
ル
の
フ
ラ
ン
ス
Ｔ

Ｇ
Ｖ
（
軌
道
距
離
４
５
０
０
㎞
）
で
も
完

全
禁
煙
は
十
分
達
成
さ
れ
て
い
る
。

　
近
鉄
電
車
の
喫
煙
車
輌
が
残
る
背
景
に

は
、
我
が
国
独
特
の
“
長
い
も
の
に
巻
か

れ
て
し
ま
う
”
曖あ

い
昧ま

い
さ
が
見
え
隠
れ
し
て

い
る
が
、更
に
驚
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
。

伊
勢
神
宮
内
の
檜
製
喫
煙
所

　
今
回
の
伊
勢
・
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

主
要
国
要
人
に
伊
勢
神
宮
参
拝
計
画
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
荘
厳
な
雰
囲
気
を
体

験
し
て
も
ら
う
配
慮
の
よ
う
だ
が
、
何
と

境
内
に
タ
バ
コ
産
業
が
寄
贈
し
た
檜

ひ
の
き

製
の

喫
煙
所
が
あ
る
の
だ
。
宮
司
に
聴
い
た
と

こ
ろ
で
は
、
利
用
者
は
皆
無
な
の
で
、
メ
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イ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
不
十
分
で
既
に
朽
ち
果

て
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
伊
勢
市
に
位
置
す
る
伊
勢
神
宮
の
正
式

名
称
は
「
神
宮
」
で
あ
り
、
内
宮
こ
と
皇こ

う

大た
い

神じ
ん

宮ぐ
う

は
、
皇
室
の
祖
神
で
日
本
民
族
の

総
氏
神
と
さ
れ
て
い
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が

祀ま
つ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
は
２
０
０
０

年
以
上
の
昔
、
紀
元
前
に
ま
で
遡
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
我
が
国
に
タ
バ
コ
が
入

っ
て
き
た
の
は
４
０
０
年
ほ
ど
前
で
あ

り
、
伊
勢
神
宮

創
建
に
加
わ
っ

た
職
人
（
宮
大

工
）
で
、
喫
煙

者
な
ど
は
い
な

い
。

　
確
か
に
少
し

前
ま
で
、
国
民

体
育
大
会
（
国

体
）
で
は
“
恩

賜
の
タ
バ
コ
”

が
配
ら
れ
た

が
、
現
在
で
は

無
く
な
っ
た
。
と
に
か
く
世
界
で
も
最
高

か
つ
最
良
の
環
境
に
は
、
そ
ぐ
わ
な
い
の

が
タ
バ
コ
な
の
だ
。

　
ま
し
て
、
冒
頭
の
「
副
流
煙
で
脳
血
管

障
害
が
30
％
増
加
す
る
」
な
ど
の
リ
ス
ク

が
報
告
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
神
聖
な
環

境
に
は
不
必
要
な
も
の
だ
ろ
う
。

　
そ
の
こ
と
を
一
番
知
っ
て
い
る
の
が
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
各
国
要
人
で
、
周
回

遅
れ
の
我
が
国
の
施
策
を
見
て
何
と
思
う

だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
今
回
、
日
本
は
サ
ミ

ッ
ト
議
長
国
で
あ
り
、
次
世
代
の
提
言
を

示
す
必
要
が
あ
る
。
島
国
だ
か
ら
知
ら
ぬ

存
ぜ
ぬ
は
通
用
し
な
い
。
タ
バ
コ
に
つ
い

て
の
従
来
か
ら
の
因
習
・
利
権
・
既
得
権

益
を
払
拭
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

趣
味
・
嗜
好
・
税
収
で
は
な
く 

環
境
問
題

　
喫
煙
規
制
の
話
に
な
る
と
、
非
喫
煙
者

か
ら
「
税
収
は
ど
う
な
る
？
」「
吸
う
人

に
も
権
利
が
あ
る
の
で
は
？
」
と
の
声
が

上
が
る
こ
と
が
多
い
。
い
わ
ゆ
る
非
喫
煙

「世論時報」第 49 巻第 3 号（通刊 778 号）
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「
喫
煙
ル
ー
ム
」が
サ
ー
ビ
ス
だ
と
い
う
感
覚
が
残
っ
て
い
る
。

近畿日本鉄道のプラットホーム上にある喫煙ルーム。
JTが寄贈した伊勢神宮境内
にある喫煙所。
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者
の
喫
煙
擁
護
論
な
の
だ
が
、
喫
煙
者
の

70
％
に
は
禁
煙
願
望
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
い
。

　
こ
の
不
可
解
な
解
釈
は
、
越
境
大
気
汚

染
Ｐ
Ｍ
２・
５
騒
動
に
も
表
れ
て
い
る
。

飲
食
店
内
に
漂
う
タ
バ
コ
煙
も
立
派
な
Ｐ

Ｍ
２・５
で
あ
る
が
、
マ
ス
コ
ミ
も
確
信

犯
的
に
報
道
し
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
税

収
・
趣
味
・
嗜し

好こ
う

の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
脱
却

で
き
な
い
の
だ
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
日
本
以
外
の
７

カ
国
は
、
罰
則
付
き
の
禁
煙
法
・
受
動
喫

煙
禁
止
法
（
条
例
）
を
有
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
は
僅
か

だ
。

　
喫
煙
対
策
の
不
十
分
な
飲
食
店
は
、
環

境
省
推
奨
の
デ
ー
タ
で
は
、
70㎍
／
㎥
以

上
で
あ
り
入
店
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
大

勢
は
危
機
感
す
ら
持
た
な
い
。
喫
煙
者
の

肺
内
Ｐ
Ｍ
２・５
は
１
０
０
０
０㎍
／
㎥

以
上
と
も
言
わ
れ
る
。
喫
煙
者
の
健
康
被

害
は
必
至
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
救
済
措

置
が
必
要
だ
。

　
欧
米
そ
し
て
日
本（

４
）か

ら
は
、
喫
煙
率
を

下
げ
る
こ
と
で
健
康
寿
命
は
延
伸
し
、
企

業
経
営
は
改
善
し
経
済
再
生
に
繋つ

な
が
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、
喫
煙

は
Ｐ
Ｍ
２・５
な
ど
の
環
境
問
題
と
し
て

理
解
が
深
ま
れ
ば
、大
気
汚
染
防
止
法（
昭

和
43
年
６
月
制
定
）
並
み
の
国
家
規
制
が

可
能
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
異
次
元
の
喫

煙
規
制
を
導
入
す
る
の
も
、
サ
ミ
ッ
ト
開

催
国
の
使
命
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
先
進
諸
外
国
に
追
い
つ
く
こ
と

で
あ
る
が
、
何
時
ま
で
も
柵

し
が
ら
みに

と
ら
わ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
。
５
０
０
０
軒
の
タ
バ

コ
耕
作
者
（
農
家
）
に
は
、
政
府
が
責
任

を
も
っ
て
財
政
支
援
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と

で
、
そ
の
た
め
に
不
退
転
の
決
意
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
布
石

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
甚
大
な
る
犠
牲
者
に
鑑
み
、

た
ば
こ
規
制
枠
組
み
条
約
（
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）

を
制
定
し
て
久
し
い
。そ
の
８
章
で
は「
受

動
喫
煙
の
暴
露
か
ら
の
保
護
」
を
謳う

た
っ
て

い
る
。
我
が
国
で
は
、「
吸
わ
な
い
人
だ
け

護
れ
ば
い
い
」
と
の
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
。

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情

報
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
平
野
公
康
ら
は
、

い
わ
ば
受
動
喫
煙
犠
牲
者
６
８
０
０
人
は

護
る
が
、
死
亡
者
12
万
４
０
０
０
人
は
黙

殺
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　
海
外
の
解
釈
は
、「
受
動
喫
煙
か
ら
す

べ
て
の
人
々
を
護
る
」
の
で
あ
っ
て
、
我

が
国
で
は
曲
解
し
た
理
解
で
あ
る
。
明
確

な
喫
煙
規
制
が
で
き
な
い
背
景
に
は
、

20
％
の
喫
煙
者
を
温
存
さ
せ
た
い
思
惑
が

透
け
て
見
え
る
。
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
に
す

れ
ば
、
こ
の
構
図
に
違
和
感
を
覚
え
る
だ

ろ
う
。

　
伊
勢
・
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
主
要
国

か
ら
大
勢
の
閣
僚
級
の
要
人
が
来
日
す

る
。
伊
勢
志
摩
地
区
の
地
場
産
業
も
活
気

づ
く
こ
と
だ
ろ
う
。
未
開
発
国
や
途
上
国

の
よ
う
に
「
吸
わ
せ
て
、
も
て
な
す
」
こ

と
は
す
べ
き
で
な
い
。
そ
れ
に
は
伊
勢
神

宮
の
檜
製
喫
煙
所
撤
去
、
近
鉄
電
車
の
喫

煙
コ
ー
ナ
ー
は
閉
鎖
す
る
く
ら
い
の
気
概

が
欲
し
い
。
も
し
喫
煙
者
が
ど
う
し
て
も

と
希
望
す
れ
ば
、
ニ
コ
チ
ン
貼
付
剤
を
貼

っ
て
来
場
し
て
も
ら
え
ば
い
い
。
こ
れ
ら

は
ド
ロ
ー
ン
規
制
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い

重
要
な
案
件
だ
。

　
一
方
で
、
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
世
界
最
高
水
準
の
ア
ス

リ
ー
ト
が
集
結
す
る
競
技
大
会
で
あ
る
。
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そ
れ
に
対
し
、
今
回
の
伊
勢
・
志
摩
サ
ミ

ッ
ト
は
、
各
国
首
脳
・
閣
僚
級
が
集
う
最

高
・
最
上
ク
ラ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

喫
煙
所
を
設
置
し
て
も
、
受
動
喫
煙
は
完

全
に
防
げ
な
い
の
は
明
白
で
あ
り
、
国
際

的
な
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
も
現
実
だ
。

　
現
時
点
で
の
伊
勢
・
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の

喫
煙
対
策
は
、
反
省
ば
か
り
に
終
始
す
る

だ
ろ
う
が
、
４
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
向
け
た
布
石
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
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E-Mail
Facebook
Twitter で
東京を禁煙都市にする
国民運動に参加下さい。

　東京オリンピック開催に伴い国際オリンピック委員
会が要望する「タバコの煙の無いオリンピック」につい
て、これまで沈黙を続けて来た政府が動きはじめるよう
だ。１月下旬、内閣官房、財務省、厚生労働省による検
討チームが会合を開いた。目的は、他人のタバコの煙を
吸わされる受動喫煙防止に向け、全面禁煙など具体的な
対策を取らない国内の公共施設、飲食店に罰金などの罰
則を科す新法をつくることにある、という触れ込みであ
る。
　この動きについて、早々と賛否の声が出ていることは、
国民にとって関心があることなのだろう。飲食店業界に
ある「喫煙はサービス」という感覚は、昔からあったわ
けではなく、30年ほど前からのものだ。一人前の料理
人なら、タバコの煙が料理の味を落とすことが分かって
いる。サービスとは何かも心得ている。（本誌・吉本和之）


